
 

報道関係者各位 

 

2011年 8月 1日 

グローバル ナレッジ ネットワーク株式会社 

 

日本初、モバイル・アプリケーション開発プラットフォーム 『Appcelerator Titanium』  

開発者向けトレーニング グローバルナレッジがアールラーニングと共催で提供 

～  認定トレーニングプログラムを 9月から開始  ～ 

 

グローバル ナレッジ ネットワーク株式会社（本社：東京都新宿区、以下グローバルナレッジ）は、Appcelerator, Inc.（本

社：米合衆国カリフォルニア州マウンテンビュー）のモバイル・アプリケーション開発プラットフォーム『Appcelerator 

Titanium』開発者向けトレーニングを、日本で初めて、株式会社アールラーニング（本社：東京都新宿区）と共催で、2011

年 9月から開催します。 

 

『Appcelerator Titanium』は、iOS/Android両OSに対応したモバイル・アプリケーションを素早く効率的に開発するこ

とができるオープンソース・プラットフォームです。グローバルナレッジとアールラーニングが共催するAppcelerator認

定トレーニング「Appcelerator Titanium を使ったネイティブ・モバイル・アプリケーション開発の基本」は、演習を交

えた 2 日間のトレーニングプログラムで、一つの JavaScript ソースからどのようにして iOS/Android 両 OS に対応した

ネイティブなアプリケーションを開発するのか、その開発方法を学びます。主要な Titaniumの APIを理解し、Titanium

を使った開発工程の最初から最後までを体験します。また、2 日目午後に実施する認定試験に合格すると Titanium 

Certified Application Developerになることができます。 

 

■コース概要 

・コース名：Appcelerator Titaniumを使ったネイティブ・モバイル・アプリケーション開発の基本 

・日数：2日間 

・価格：126,000円（税込、認定試験受験料を含む） 

・開催予定日：2011年 9月 26日(月)～27日(火)、11月 14日(月）～15日(火)、 

2012年 1月 16日(月) ～17日（火）、2月 20日（月）～21日（火）、3月 22日（木）～23日（金）、 

4月 23日（月）～24日（火）、5月 21日（月）～22日（火）、6月 18日（月）～19日（火） 

・対象者：モバイル・アプリケーション開発者、プログラマ、設計者、システムインテグレータ  

詳細は、弊社Webをご覧ください。 

http://www.globalknowledge.co.jp/appc_pr 

 

 

 



■トレーニング開始記念！ 特別価格にてコース提供 

トレーニング開始を記念して、初回開催（2011年 9月 26日～27日）コースを、特別価格 84,000円（通常価格 126,000

円）で提供します。お申し込みは、以下のURLからお手続きください。 

http://www.globalknowledge.co.jp/PRC0053V_pr 

 

■無料セミナー「Appcelerator Titanium Mobile ご紹介セミナー」を開催 

8月 25日（木）19:00から、グローバルナレッジ新宿ラーニングセンターにて、無料セミナー「Appcelerator Titanium 

Mobile ご紹介セミナー」を開催します。詳細は以下のURLをご覧ください。 

http://www.globalknowledge.co.jp/appc_seminar_pr 

 

● Appcelerator, Inc.、Gary Downing氏の言葉： 

“It is my extreme pleasure to start Appcelerator Titanium training in Japan by working with Global Knowledge 

Network Japan, Ltd. and R-Learning, Co., Ltd.  Since its inception, Appcelerator Titanium has been widely accepted 

by large mobile application developers communities in the US and Europe, and established a very unique value 

proposition with which enables native mobile applications development process rapid and efficient both on iOS and 

Android operating system, by making the most of JavaScript expertise.  I am more than delighted if many of 

Japanese developers will also experience the power of Appcelerator Titanium through this training program. 

Gary Downing, Director, Developer Training, Appcelerator, Inc.” 

 

翻訳：「グローバルナレッジ、アールラーニングと共に、Appcelerator Titaniumのトレーニングプログラムを日本で展開

できることをとても嬉しく思います。Appcelerator Titanium は既に米国や欧州でモバイル・アプリケーション開発者に

広く受け入れられ、JavaScriptを使って iOS/Android両OS上でネイティブなアプリケーションを開発できるユニークな

プラットフォームとして高い評価を得ています。このトレーニングを通じて日本の開発者の方々も Appcelerator 

Titaniumの威力を体得していただければ幸いです。 

Appcelerator, Inc. 開発者向けトレーニング・ディレクター  ゲアリー・ダウニング 

 

 

● 株式会社アールラーニング 代表取締役 庄司 貢一郎氏の言葉： 

“この度、主に IT分野の研修大手であるグローバルナレッジとの共催で Appcelerator Titaniumの認定トレーニングを提

供できるようになりましたことを光栄に思います。弊社は Ruby on Railsでの受託開発に注力して参りましたが、今後は

モバイル・アプリケーションの開発にも積極的に取り組もうとしておりましたところに、Appcelerator Titanium という

開発プラットフォームに出会い、その普及を応援することに致しました。モバイル・アプリケーション開発者の方にとど

まらず、モバイル・アプリケーションのビジネスを推進している方にも、広く Appcelerator Titaniumをご活用いただけ

るよう、お手伝いできれば幸甚です。 

株式会社アールラーニング 代表取締役 庄司 貢一郎 

 

 

 



■報道関係お問い合わせ 

グローバル ナレッジ ネットワーク株式会社 営業本部 広報担当  

TEL：0120-009686 

Web： https://www.globalknowledge.co.jp/gkinfo/form.aspx 

 

【グローバル ナレッジ ネットワーク株式会社 会社概要】 

代 表 者 ： 小澤 隆 

設 立： 1995年 12月 6日 

本社所在地 ： 東京都新宿区西新宿 6丁目 8番 1号 住友不動産新宿オークタワー19～20階 

事 業 内 容 ： IT技術教育、ビジネススキル教育を中心とした人財育成業務 

URL： http://www.globalknowledge.co.jp/ 

 

【株式会社アールラーニング 会社概要】 

代 表 者 ： 庄司 貢一郎 

設 立 ： 2002年 6月 6日 

所 在 地 ： 東京都新宿区四谷 2-11-6 VARCA四谷 3F 

事 業 内 容 ： コンピュータ関連ビジネスの企画/開発/コンサル/教育、情報システム開発および構築、受託開発サービ

ス（Ruby/Android/PHP/Java）、ネットワークインフラサービス業、自社製品の開発、販売、運営、サポート(ＵＧＵＩ

ＳＵ)、ソーシャルメディア活用支援サービス、人材紹介サービス/経営者直接紹介サービス 

URL： http://www.r-learning.co.jp/ 

 

【Appcelerator, Inc. 会社概要】 

代 表 者 ： Jeff Haynie, CEO and Co-Founder 

所 在 地 ： 440 N. Bernardo Ave., Mountain View, CA 94043 U.S.A. 

事 業 内 容 ： アプリケーション開発プラットフォームの提供と関連するサービス 

URL： http://www.appcelerator.com/ 
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